
認知症看護のこと

認知症看護とは・・・

認知症は、今までできていたことが出来なくなる、理解（認

識）していたことが理解（認識）出来なくなる”生活障害”と

言われています。そのような不安や混乱から起こりうる症

状をキャッチし、適切なケアを行うことが認知症看護です。

ご 家 族 さ ま が 入 院 し た と き に ・ ・ ・

入院生活で
認知症が
進行しない
か心配

認知症ケア
どんなこと
をするの？

家族・スタッ
フに出来るこ
とを知りたい

入院したら
足腰が弱っ
て動けなく
なるかも…

認知症看護認定看護師がご相談を承ります。

藤田

お気軽に
ご相談ください！

TEL0480-93-0661 (代表)

医療法人社団哺育会 白岡中央総合病院



認知症を正しく知るための情報提供

体調の観察
● 日々の体調変化の観察方法

● 観察から異常の早期発見につなげるポイント

記憶の変化
● 「加齢」と「物忘れ」の違いについて

● 記憶障害の種類・関連する症状に応じた接し方

感覚器（目・耳・鼻・

口など）の大切さ

● 眼鏡・補聴器・義歯などを付けることで、「認知症」の

発症予防や進行を遅らせることへの理解を深める。

受診の相談

● どんな症状が出たときに病院へ行くべきか

● 「認知症」で病院を受診するときのアドバイス

● 治療方法や薬についての情報提供

状態・環境に合わせた適切なケアの提供

心と体のバランス

● 「不安」や「分かってもらえない」などの訴えがうまく口

に出せない人へのケア

● 環境の変化に応じた適切なケア

身のまわりのケア ● 「できること」 「できていること」 を大切にしたケア

家族へのケア ● ご本人の思いや、家族の不安・悩みに寄り添ったケア

認知症看護認定看護師は

この様なことを支援させていただきます


